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1 はじめに

1.1 本論文の目的
　現在のアメリカ合衆国アラスカ州からカナダの北西部にかけて，北方アサバスカン

（Northern Athabascan）と総称される先住民の民族集団群が，西洋との接触以前から生
活を営んできた。
　本論文で取り扱うのはそのなかの，グィッチン（Gwich’in）に関する研究史である。
かれらが他の北方アサバスカンから際立つのは，外部社会との交渉において，自らの権

岸上伸啓編『環北太平洋沿岸地域の先住民文化に関する研究動向』
国立民族学博物館調査報告　156：223－262（2022）
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利主張を強く打ち出してきた歴史を有することである。このことは，かれらの社会や文
化を対象とした研究の動向にも大きな影響を与えた。本論文では，グィッチン社会の歴
史，とくに外部社会との関係史を概観しつつ，それぞれの時代においてどのような研究
が「誰によって」なされ公表されてきたかを明らかにしていく。つまり「誰がグィッチ
ンの文化や社会を語っているのか」に着目し，その変遷について，彼ら自身の時代状況
との関係から考察してみたい。
　先住民社会出身者も含めて文献の執筆者名は，カタカナ表記にすると同定が難しくな
る恐れがあるので，本論文では，発表された際に用いられたアルファベット表記をその
まま用いることとする。また，地域集団名などグィッチン語での名称についても同様に，
グィッチン自らが用いている表記をそのまま用いることとする。グィッチン語のアルファ
ベット表記は表記法が一定せず，同じ語でも複数の表記が存在するものが多いが，本論
文では当該の地域にある先住民政府が公式に用いている表記を優先して採用することと
した。ただし特殊文字やアクセント記号については，それを用いず通常のアルファベッ
トのみで表記するものを採用した。

1.2 グィッチン
　グィッチンは，合衆国アラスカ州内陸部からカナダ北西準州およびユーコン準州にか
けて広がる，北方針葉樹林および低灌木地を伝統的生活圏とする先住民である。かれら
の民族集団名である「グィッチン（Gwich’in：カナダ側ではGwitch’inあるいはGwitchin

とも表記する。また1980年代までは Kutchinと表記されていた）」は，本来かれらの母語
であるグィッチン語で「～に住む人」を意味する接尾語であった。しかし現在では英語
表現において，グィッチン自身が用いる自称を含めこの民族集団を特定して指し示す名
称として用いられ，国家・地方政府が用いる公称にもなっている。一方，主にカナダ側
では，接触の初期から20世紀半ばにかけては，ルーシュー（Loucheux）という呼称も用
いられていた。グィッチン語での本来の自称は，ディンジージュー（Dinjii Zhuu）であ
るとされる（Heine et al. 2007: 46－52）。
　グィッチンは，カリブー（野生トナカイ）やヘラジカ，ドールシープといった大型哺
乳類，ガンやカモなどの渡り鳥やライチョウといった鳥類，カナダヤマアラシやホッキョ
クウサギなどの小型哺乳類の捕獲，河川を遡上するマスノスケやギンザケなどのサケマ
ス類やその他の淡水魚を対象とした漁労，クランベリーなどの食用植物の採集を行って
食料を獲得し，それを社会内で分配することを基本とする狩猟採集文化の伝統を培って
きた。貨幣経済が導入された現代での生活においても，これらの生計活動で獲得した食
料は，基本的に貨幣による代価の支払いなしに分配される。この社会慣行を継続するこ
とは，現代社会において民族アイデンティティの維持と深いかかわりを持つようになっ
ている（Inoue 2001: 94－95; 98）。
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　現在のグィッチンの人口は，合衆国とカナダの双方に居住するグィッチンの利益代表
団体である Gwich’in Council Internationalによると，約9,000人とされている（Gwich’in 
Council International 2022）。また，アラスカでの石油開発に対するグィッチンによる反
対運動の活動主体となっているGwich’in Steering Committeeは，7,000人から9,000人と
記述している（Gwich’in Steering Committee, The Episcopal Church, and Wilson 2005: 
6）。一方，カナダで行われた2016年のセンサス調査によると，Aboriginal ancestry re-

sponses の質問項目において Gwich’inと回答した者の総数は，複数回答者を含め，3,275
人であった。合衆国のセンサスでは具体的な先住民の民族集団名まで質問しないため，
合衆国アラスカ州に居住するグィッチンの人口規模を読み取ることはできない。Krauss

の研究（Krauss 2007: 413）では，アラスカ州のグィッチン人口は1,000人から1,100人
としている。また，Gollaらの研究（Golla, Goddard, Campbell, Mithun, and Mixco 2007: 
15）では，アラスカ州のグィッチン人口を約1,100人，カナダのグィッチン人口を約1,900
人としている。これらの言語学者による値は，前述の Gwich’in Council International の
公称値とは大きなずれが見られる。このような値の揺らぎは，現代の国民国家の中で，
先住民個人がしばしば重層的な自らの民族アイデンティティをどのように規定し，それ
を誰に向けてどのように表明するのか（表明しないのか），それらを誰がどのようにカウ
ントするのかという政治的社会的に複雑な問題を反映していると考えられる。そのため，
人類学のモノグラフなどでは，調査対象となった集落の人口統計とそのうち「先住民」
と回答した者の比率のみを報告したものがほとんどで，現在のグィッチンの民族集団全
体の人口規模に言及したものは見当たらない。 

1.3 グィッチンの地域集団
　本論文でグィッチン社会の外部社会との接触史や研究史を検討するにあたっては，
グィッチンの地域集団（regional band）についての理解が必要である。グィッチンの伝
統的生活圏は広大であり，西洋人の到来時期や接触の頻度にも地域によって差が生じて
いた。さらに合衆国とカナダの 2 つの国にまたがることになったため，各地域において
それぞれの国家の法体制下で外部社会との交渉が行われ，のちには国家ごとに異なった
行政管理が進行した。そこでこの項では，グィッチンの地域集団について説明する。
　グィッチン社会の地域集団は，それぞれ食料や生活材の獲得活動を日常的に行うテリ
トリーを有し，異なった方言を用いていた（Osgood 1936: 13; Slobodin 1981: 514－515; 
Nelson 1973: 16－17）。地域集団はそれぞれ，その土地の特徴を表す言葉に「～に住む人」
を表す接尾語「グィッチン」を付けて以下の通り呼ばれていた。アラスカ側は西から，
① Dihaii Gwich’in （「遠くの人々」：グィッチンの生活圏の北西端をテリトリーとしてい
たが，飢餓や周辺他民族との抗争により人口を減らし，隣接していた Neets’aii Gwich’in

に合流した），② Neets’aii Gwich’in （「北方の人々」あるいは「チャンダラー川流域に住
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む人々」：チャンダラー川（Chandalar River）流域を伝統的なテリトリーとし，現在は
アークティク・ビレッジ（Arctic Village）およびビニタイ（Venetie）を主たる定住集落
とする），③ Dendu Gwich’in （「バーチ・クリーク流域に住む人々」：バーチ・クリーク

（Birch Creek）流域をテリトリーとし，現在は川と同名のバーチ・クリーク（Birch Creek）
という集落を主たる定住集落とする），④ Gwichyaa Gwich’in （「平原の人々」：ユーコン
川（Yukon River）流域に広がるユーコン平原（Yukon Flats）をテリトリーとし，現在
はフォート・ユーコン（Fort Yukon）およびサークル（Circle）を主たる定住集落とす
る），⑤ Draanjik Gwich’in （「ブラック川流域に住む人々」：ブラック川（Black River）
流域を生活圏とし，現在はチャルキートシック（Chalkyitsik）を主たる定住集落とする）。
カナダ側では西から，⑥ Vuntut Gwich’in （「湖の人々」あるいは「クロウ平原に住む
人々」：ポーキュパイン川（Porcupine River）およびクロウ川（Crow River）流域にひろ
がるクロウ平原（Crow Flats）をテリトリーとし，現在はオールド・クロウ（Old Crow）
を主たる定住集落とする。米加国境線近くのランパート・ハウス（Rampart House）も
テリトリー内に位置する），⑦ Dagudh Gwich’in （「ポーキュパイン川上流に住む人々」：
ポーキュパイン川上流域をテリトリーとしていたが，接触初期の伝染病流行による影響
で人口を減らし，現在成員の多くは Vuntut Gwich’in あるいは Teetl’it Gwich’inと合流し
ている）， ⑧ Teetl’it Gwich’in （「上流の人々」あるいは「ピール川流域に住む人々」：ピー
ル川（Peel River）流域をテリトリーとし，現在はフォート・マクファーソン（Fort 
McPherson）を主たる定住集落とする），⑨ Gwichya Gwich’in （「平原の人々」：アーク
ティク・レッド川（Arctic Red River）流域およびマッケンジー川（Mackenzie River）上
流域の平原地帯を生活圏とし，現在は，チーゲチック（Tsiigehtchic）を主たる定住集落
とする）。
　この地域集団の区分およびそれに基づくアイデンティティは，現在でもグィッチン社
会の成員に共有されている。地域集団の成員権は，基本的に系譜上のつながりとは関係
なく，どの地域で生まれ育ったかあるいは継続的に生活を営んでいるかという地縁的原
理に拠って決まるとされている。自分が属しているのとは異なる地域集団のテリトリー
で生計活動を行う場合には，当該の地域集団に属している血縁者や友人から許可を受け
るかあるいは同行してもらうことが，慣習的に求められていた。その一方，各地域集団
のテリトリーで獲得される産物は，血縁などの紐帯を通じた分配や，儀礼や祝宴などの
際の交換によって，地域集団の外にもたらされた（Caulfield 1983: 203－205; 井上 2008: 
44－45）。19世紀半ばから20世紀初頭にかけて，西洋との接触による社会変化や他の先住
民集団との紛争によって弱体化したいくつかの地域集団は隣接する地域集団に吸収され
た（Slobodin 1981: 515）が，現在では，自分の祖先が暮らしていた地域名に接尾語で
あった「グィッチン」をつけて，新しいアイデンティティを主張するなどの事例が見ら
れる。
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2 グィッチン社会の歴史と研究史

　前述のように，グィッチン社会・文化の研究史は，グィッチンという集団の社会史と
不可分な関係にある。本節では，グィッチンの社会史，とくに外部社会との関係史を縦
軸に据え，それとの関係において研究史を見ていきたい。

2.1  西洋人との最初の接触から1860年代までの記録
　本項では，西洋人との接触時から1860年代までの間に，西洋側で為されたグィッチン
に関する報告を概観していく。

2.1.1 西洋人との最初の接触とその記録
　西洋人によるグィッチンに関する最初の記録は，Sir Alexander Mackenzie によるもの

（Mackenzie 1801）で，1789年にマッケンジー水系で漁労を行っていた “Quarreler” の数
家族に遭遇したことを報告している。この “Quarreler” がグィッチンであると推測されて
いる。

2.1.2 毛皮交易商による報告
　19世紀に入ると西洋の交易商会がグィッチンの生活圏に進出し，毛皮交易を開始する
ようになる。まず1806年に北西会社（Northwest Company）がマッケンジー川支流に交
易所を設立し，グィッチンを含む近隣の先住民との毛皮交易を開始した（Franklin 1828）。
次いで1840年，ハドソン湾会社（Hudson’s Bay Company）の John Bell がピール川流域
に交易所ピール・リバー・ハウス（Peel River House）を設立し，グィッチンとの毛皮
交易を開始する。この交易所は1848年に洪水を避けるため移転し，現在のフォート・マ
クファーソンの礎となった。この地域における毛皮交易開始当初のグィッチンに関する
記述は，地図作成を目的にマッケンジー川周辺を踏破した際にGwichya Gwich’inと遭遇
した Sir John Franklin をはじめ，Thomas Simpson，Sir John Richardsonといった探検
家によって残されている（Franklin 1828; Simpson 1843; Richardson 1851）。また Krech 

（1982）は，ピール・リバー・ハウス設立以前においても，ハドソン湾会社がグィッチ
ンと交易を行っていた記録の存在を指摘している。一方，現在のアラスカ側では，1844
年に John Bell がフォート・マクファーソンからベル川（Bell River），ポーキュパイン川
を経てユーコン川に至る踏破を行ったのち，1847年に，Alexander Hunter Murray が，
ポーキュパイン川とユーコン川の合流地点近くにフォート・ユーコンを設立し，周辺の
グィッチンとの交易を開始した。彼による記録は，この地域のグィッチンに関する最初
期の詳細な記述及び描写画として知られている（Murray 1910）。また，1840年代後半に
ピール川流域で活動し，1851年からは Murray の後任としてフォート・ユーコンに着任
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したハドソン湾会社の交易商 William Hardisty や Strachen Jones による報告（Hardisty 
1872; Jones 1872）も重要である。これら 2 つの報告，および後述するKirkby の報告は，
合衆国の人類学者 L. H. Morgan の求めに応じて執筆され，いずれもスミソニアン協会

（Smithsonian Institution）より刊行されている。
　1867年に合衆国がロシアからアラスカを購入するとハドソン湾会社はフォート・ユー
コンを離れ，交易所の運営は1868年からアラスカ商会（Alaska Commercial Company）
に引き継がれた。同商会の主任交易商としてフォート・ユーコンに着任した Francois 
Xavier Mercier はフランス語による手書きの詳細な記録を残しており，それが1970年代
にワシントン州で発見され，その英訳が1986年に出版された。同書には当時のフォート・
ユーコンでのグィッチンとの毛皮交易の様子のほか，Gwichyaa Gwich’in （同書では
Koutcha Kutchinと表記）のリーダーに関する詳細な描写が含まれている（Mercier 1986）。

2.1.3 キリスト教聖職者による報告
　同時期に，キリスト教の布教活動も開始された（Mishler 1990）。1859年に James 
Hunterら聖公会の聖職者がピール川流域およびフォート・ユーコンに到達した。次いで
聖公会のWilliam Kirkby が1861年夏にフォート・ユーコンに滞在した。上述のように彼
もグィッチンに関する記述を残しており，スミソニアン協会によって刊行されている

（Kirkby 1865）。
　初期の聖職者のなかでグィッチン社会に大きな影響を与えたのは，Kirkby の要請に
従ってフォート・ユーコンに派遣された聖公会の Robert McDonald 執事（Deacon：のち
に大執事 Archdeacon）である。彼は，1862年にフォート・マクファーソンに教会を設立
したのち，同年からフォート・ユーコンに移動して布教活動を行った。米加国境が確定
すると，1875年に布教の拠点をカナダ側のフォート・マクファーソンに移し，1904年ま
でグィッチン社会で暮らしながら布教活動を行った。McDonald は先住民の祖先をもち，
グィッチンの文化に理解を示したうえで布教活動を行った。1876年にはグィッチン女性
と結婚し，妻や地域のグィッチンの助けを得て，聖書（McDonald 1886; 1898）や祈祷
書（McDonald 1876）をグィッチン語に翻訳したほか，グィッチン語の文法書（McDonald 
1911）も著した。これらによってグィッチン語のアルファベットを用いた表記法が確立
された。

2.1.4 接触初期から毛皮交易期における研究の傾向
　この時期のグィッチン社会に対する研究活動は，研究者が現地に出向いて直接調査を
するのではなく，毛皮交易商やキリスト教布教者など現地で活動する人々に報告を依頼
して，間接的に情報を収集して行われていた。前述のように Morgan は，グィッチンの
生活圏で活動する毛皮交易商や聖職者から積極的に情報を収集している。一方，この時
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代の後1897年に始まる，Franz Boas が主導し極北地域におけるフィールドワークに基づ
いた研究の端緒となったジェサップ・エクスペディションでも，グィッチン社会は調査
対象に含まれなかった。
　新保満は，この時期のカナダ極北地域において，教育や福祉的支援といった対先住民
行政は，行政府が直接手を下すのではなくキリスト教会を通じて行われたことを指摘し
ており（新保／ストラザーズ 1999: 31），それはアラスカ側でも同様であった（Case and 
Voluck 2002: 190－192）と考えられる。たとえ研究者の側に，研究対象社会に対する植
民地的支配や同化政策促進といった政治的意図が無かったとしても，研究活動が行政管
理と同様な形，すなわち研究以外の目的をもって現地に長期滞在しているキリスト教聖
職者や毛皮商人といった他職種を介して遠隔操作的に行われたことは注目に値する。

2.2 1870年代から20世紀前半までの研究動向
　本項では，グィッチン社会が大きな社会変化を被ることになった1870年代から完全定
住化が完了する第二次世界大戦前後までの歴史と研究動向を取り扱う。

2.2.1 1870年代から20世紀前半までの社会変化
　19世紀末，グィッチン社会は大きな社会変化を経験することとなった。
　1870年前後にユーコン水系やマッケンジー水系で定期蒸気船の運航が開始され，大量
の物資が西洋社会からもたらされるようになると，毛皮交易商人たちは先住民への生活
依存を脱する一方，先住民たちは工業製品への依存度を高めていき，交渉上の力関係に
不均衡が生じるようになった（新保／ストラザーズ 1999: 33）。また1880年代からグィッ
チンの生活圏周辺で起きたゴールドラッシュも，グィッチンが西洋人と接触する機会を
飛躍的に増大させ，西洋文化の流入がさらに加速された。
　20世紀初頭になると，合衆国とカナダの両国で，グィッチンを含む先住民社会に対す
る西洋型の行政管理が本格化した。カナダでは，1876年に成立したインディアン法（The 
Indian Act）が20世紀に入るとグィッチンの生活圏を含む北西準州にも適用され始め，こ
れによって先住民は，先住民名簿へ登録され，連邦政府の行政管理下に置かれた。同時
期に騎馬警察の駐留も始まった。さらに1921年，カナダのグィッチンは，英国王室と11
号条約（Treaty 11）を締結し，カナダの法体制下に正式に組み込まれることになった。
アラスカでは，1936年にインディアン再組織法（Indian Reorganization Act）の適用が
アラスカへ拡大され，グィッチンも集落ごとに登録され行政上把握されるようになった。
またアクセシビリティの向上も引き続いて進行し，大都市と自動車道でつながっていな
いフォート・ユーコンでは，1921年に初めて飛行機が着陸したのを皮切りに，1938年に
は定期航空便の運航が開始された。
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2.2.2 キリスト教聖職者および探検家による記録
　20世紀初頭においても，グィッチンの生活圏に赴任したキリスト教聖職者は，当時の
グィッチンと西洋人との接触や社会変化について重要な記録を遺している。探検家とし
ても知られ，1905年からフォート・ユーコンの聖公会教会に大執事として赴任していた
Hudson Stuck はその体験記（Stuck 1914）のなかで，布教活動の拠点としていたフォー
ト・ユーコンの社会を始め，布教で訪れたチャンダラー川流域やサークルなどでのグィッ
チンの生活に関する記述を遺しているほか， 1 章を立てて，グィッチンを含む先住民の
歴史や文化，社会変化などに関する考察を22ページにわたって記述している。また，チャ
ンダラー川やマッケンジーデルタからフォート・ユーコンへ踏破した探検家 Mason の著
作にも，グィッチンに関する記述が含まれている（Mason 1924）。

2.2.3 研究者によるフィールドワークの開始 
　この時期の研究動向としては，研究者自身によるフィールドワークに基づく民族誌的
研究が開始されたことが重要である。
　まず，地理学者Charles Camsellによってフォート・マクファーソンでグィッチン男性
から聞き取られた神話を C. M. Barbeau が編纂して1915年にアメリカ民俗学会の学術誌
に発表している（Camsell and Barbeau 1915）。また1911年から 5 年間ランパート・ハウ
スで過ごしたのちに，アメリカ・インディアン博物館でカナダ極北地域の考古学的研究
に従事したDonald Cadzow は，1925年にグィッチンに関する文化人類学的な小論を発表
している（Cadzow 1925a; 1925b）。
　この段階を経て，1930年代には文化人類学者によるフィールドワークが本格化する。ま
ず，1932年に Cornelius Osgood が，カナダ側，アラスカ側にまたがる範囲で Teetl’it 
Gwich’in，Vuntut Gwich’in，Neets’aii Gwich’inの各社会で広範な民族誌的調査を実施し，
その成果をアメリカ人類学会の学術誌やイエール大学の出版物で発表している（Osgood 
1934; 1936）。Robert McKennanは，1933年にチャンダラー川流域のNeets’aii Gwich’inを
対象としたフィールドワークを実施し，その調査結果に基づいて民族誌などを刊行した

（McKennan 1935; 1965）。ピール川流域では，Richard Slobodin が1938年から1939年及び
1946年から47年にかけて社会人類学的調査を実施し，その成果を1960年代から発表して
いる（Slobodin 1960a; 1960b; 1962; 1963; 1969; 1970; 1971; 1975）。この 3 名の研究者が，
グィッチンの社会・文化に関する近代的な人類学研究における第一世代となった。

2.2.4 Sapir の言語研究と Fredson
　この時期において注目すべき研究活動は，言語学者Edward Sapir によって1923年に実
施された，John Fredson からの聞き取り調査である。Fredson は1896年シーンジック川

（Sheenjik River）流域に生まれた Neets’aii Gwich’inで，フォート・ユーコンで学校教育
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を受けたのち，Stuck の布教活動に通訳として随行し，彼の援助によってアラスカ先住
民として初めて合衆国本土の大学に進学した人物である（Mishler 1982: 11－15）。Sapir

による聞き取りは，Fredson がテネシー州の大学に在学している間に実施され（Mishler 
1982: 14－16），1923年にまとめられている（Fredson and Sapir 1923）。この際に聞き取
られた内容は，1982年にアラスカ大学の先住民言語センターより改めて公刊されており，
Fredson 自身のライフ・ヒストリーやグィッチンの生活方法などを語った第 1 部と，口
承文芸を語った第 2 部で構成されている（Fredson 1982）。
　この研究には特筆すべき点が 3 点ある。まず，グィッチン社会に伝わる口承文芸や20
世紀初頭の彼らの生活について詳細な民族誌的資料を提供していることである。次に，
テキストの記述方法として，翻訳後の英文だけではなく元のグィッチン語も併記された
ことである。この記述スタイルは，のちにアラスカ大学などによる聞き取り調査の成果
出版やグィッチン自身による著作にも受け継がれて，先住民文化を記述する際の標準的
なフォーマットとして定着していく。最後に指摘できるのは，情報提供者が大学での高
等教育を受けたグィッチンであった点である。この共同作業では，Fredson は Sapir に単
に情報を提供しただけではなく，研究上の助言を行っている（Mishler 1982: 10－20）。こ
れはグィッチンが「情報を一方的に提供する／情報搾取される側」から脱する嚆矢となっ
た。

2.2.5 1870年代から20世紀前半までの研究の傾向
　この時期は，アラスカやカナダ極北地域が外部社会に開かれていき，国家に組み込ま
れていった時期であった。定期蒸気船や定期航空便の運航などによるアクセシビリティ
の向上と，国家による行政管理の確立により，グィッチンの生活圏は，辺境とはいえ，
合衆国あるいはカナダ国内の一地方となった。
　一方，文化人類学の世界でも，方法論上の大きな転換期を迎えていた。文化人類学者
自身によるフィールドワークに基づいた研究手法が B. K. Malinowskiらによって1910年
代から20年代に確立され，北米でも Franz Boaz やその弟子たちの世代が先住民に対する
民族誌的現地調査を行っていた。上記の Osgood，McKennan，Slobodin による1930年代
から40年代にかけてのフィールドワークは，この延長線上にあると考えられる。すなわち
グィッチン社会・文化の研究史においても，この段階で，その前の時代のいわゆる「安楽
椅子の人類学」のスタイルから，フィールドワークに基づく近代的な人類学のスタイルに
移行したと言える。グィッチン社会の研究史で特徴的なのは，このような学問上の方法論
の変化と，外部からのアクセシビリティの向上が，ほぼ同時期に生じたことである。
　またグィッチン社会には，引き続き先住民文化に理解を示すキリスト教聖職者が赴任
し，かれらによる記録が残された。とくに Stuck はフォート・ユーコン周辺での生活や
布教活動先で出会った先住民に関する記述を遺しただけでなく，グィッチンの若者に高
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等教育を受ける機会を提供した。そのうちの一人である Fredson が，Sapir に協力して単
なる情報提供者を超えた研究への寄与を行ったことは，グィッチンの研究史上特筆すべ
き出来事である。これがきっかけになり，グィッチンは研究対象としてだけではなく，
自文化を研究し公表する研究主体として存立する道が開かれ，のちの時代のグィッチン
自身による自文化研究の興隆を導いたと言える。

2.3 第二次世界大戦から1970年代までの研究動向
　第二次世界大戦前後に完全定住化し国家体制に組み込まれたグィッチン社会は，国家
の中のマイノリティとなった。その生活は国家政策に大きく左右されるようになり，ま
た外部社会による経済活動の影響もますます大きく受けるようになっていった。本項で
は，完全定住化した第二次世界大戦前後から，グィッチンによる先住民権運動が活発化
する1970年代までを取り扱う。

2.3.1 完全定住化と社会変化
　グィッチン社会は，カナダ側とアラスカ側双方で，1950年代までに集落での年間を通
じた定住生活に移行した。この定住化は，それまで移動生活を送っていたグィッチンの
生活形態に大きな変化をもたらした。またこの時期には，かれらを取り巻く社会環境も
大きく変化し始めていた。グィッチンの生活圏を含む北米大陸極北地域は，それまで国
家の関心が比較的低かったが，アラスカ＝カナダハイウェイの開通によってアラスカ州
やカナダ北極圏西部へのアクセシビリティが大きく向上する一方，冷戦構造下において
ソビエト連邦に隣接する国土として戦略的な重要性も高まっていた。このため米加両国
は，この地域での主権の確立と資源開発を加速させた。
　カナダ側では，1955年に北西準州においてそれまで多様な教育機関によって担われて
いた学校教育を連邦政府の管轄下に一本化したのに伴い，先住民の子息に対しても教育
の提供が徹底された。このような公立学校においては，1970年代まで先住民言語の使用
禁止などを伴う同化教育が行われ，また先住民の児童生徒の多くは出身地から遠く離れ
て寄宿生活を送ることになったため，伝統教育の機会を喪失することになり，伝統文化
の継承に大きな影響を及ぼした。1960年には，第11号条約のように英国王室と条約を結
んでいた先住民が正式にカナダ市民として認められたが，カナダ国内ではこれに基づい
て条約で認められていた先住民の特権を解消しようとする動きが活発化した。
　また1950年代には，毛皮の販売に代わり，賃金労働が主な現金収入源となった。これ
によってグィッチンの生活は大きく変化した。新保満は，賃金労働の定着によって「た
くさんのパーティが開かれ，浴びる程アルコールが出回り，その結果，家庭不和，自殺，
暴力，監獄送りの花盛り」になったという，フォート・マクファーソンのチーフの述懐
を紹介している（新保／ストラザーズ 1999: 55－56）。
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　アラスカ側ではすでに1931年の段階で，先住民への教育に関する権限が連邦インディ
アン局（Bureau of Indian Affair：略称 BIA）に移譲されており，初等教育はグィッチン
社会においても，第二次世界大戦直後までにキリスト教会によるミッションスクールか
ら BIA が運営する学校に移管されていた（Case and Voluck 2002: 193－194）。グィッチ
ンの就学率も上昇し，先住民の就学児童には英語教育だけでなく西洋流の価値観や生活
スタイルを身につける教育が実施された。
　アラスカのグィッチン社会では，国家による軍事活動の影響も大きかった。1957年に
空軍のレーダー基地がフォート・ユーコンに建設されたことにより，駐留する軍人と頻
繁に接触するようになり，グィッチン女性が軍人の転勤とともに集落から婚出する事例
も見られるようになった。一方，グィッチン男性には兵役の義務が課せられるようにな
り，合衆国本土や海外の基地での生活を経験するようになった。これらによって男女と
も，西洋式の生活文化に急速にさらされ，とくに1960年代からはアルコールや薬物の濫
用が社会問題化した。また，とくに若い男性は，メンターから伝統的な狩猟文化や世界
観を学ぶ重要な時期である青年期にグィッチン社会から引き離されたうえ，ベトナム戦
争での戦闘を経験して身体障害や PTSD などの精神障害を得るケースもあり，本人の身
体的精神的健康だけではなく，集落内の伝統文化継承や社会状況にも大きな影響を及ぼ
した。加えて，賃金労働の普及にともなう社会の混乱といった，カナダ側で見られた問
題もアラスカ側で同様に見られるようになった。

2.3.2 アラスカ先住民権益処理法の成立
　北アメリカ極北地域では，20世紀に入ると石油・天然ガスが金などに代わる開発対象
として注目されるようになった。とくに，北極海沿岸地域（ノース・スロープ）は豊富
な埋蔵量が推定され，石油開発の舞台となった。
　アラスカでは，1923年にノース・スロープ西部に海軍第 4 石油リザーブ（Naval Petro-

leum Reserve No. 4）が設定されたのを皮切りに，第二次世界大戦前から連邦政府によ
る石油天然ガス開発が開始されていた。第二次世界大戦中に行われた設備投資の結果，
戦後にはアラスカの全土で都市の建設や資源開発が活発化し，国有地の民間企業への解
放を求める声が強まっていた。それを受けて，1957年に海軍第 4 石油リザーブの一部に
おいて民間による商業利用目的の土地貸借が可能となった。1959年にアラスカが州に昇
格すると開発の機運はさらに高まった。
　一方1950年代後半より，アラスカ先住民の一部は，連邦政府に対して伝統的生活地に
対する所有権や，狩猟権，漁労権などの生計活動権の存在を認めるよう要求する運動を
開始していた。とくにアラスカの州昇格にともなって，連邦議会がアラスカ州政府に対
しアラスカの土地の一部を州有地として選択することを許可すると発表すると，アラス
カ各地の先住民評議会は，合衆国内務長官に対し，先住民が権利を主張している土地を
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州へ譲渡しないよう請願した。この運動はアラスカ全土の先住民社会に波及し，1966年，
アラスカ先住民連盟（Alaska Federation of Natives）が結成されるに至った。当時アラ
スカ州の有権者の約30パーセントを占めていた先住民が団結したことによって，州の政
治に大きな影響力を行使しうる勢力となり，かれらの要求は無視できないものとなった。
翌年，合衆国内務長官は，連邦議会によって問題解決が図られるまで州政府による土地
選択を含む全ての土地譲渡を凍結する命令（ランド・フリーズ）を出すに至った（Mitch-

ell 2001: 83－195）。
　1968年，ノース・スロープのプルードー湾で，北米最大級の埋蔵量が推定される油田
が発見された。アラスカの経済界は，大規模な経済活動や雇用の創出を見込める産業を
待望しており，石油開発に大きな期待を寄せた。この油田は北極海沿岸に位置しており，
海が氷結する期間はタンカーによる石油搬出が不可能であったため，プルードー湾と太
平洋側のバルディーズを結ぶパイプラインの建設が計画され，トランス＝アラスカ ･ パ
イプライン・システムズ社（略称 TAPS）が石油企業の出資によって設立された。パイ
プライン建設には，先住民の土地権請求問題を解決してランド・フリーズを解除し，建
設予定地の地権者を確定する必要があった。TAPS はアラスカ先住民連盟と協同歩調を
とってロビイ活動を展開し，その結果1971年，アラスカ先住民権益処理法（Alaska Native 
Claims Settlement Act：略称ANCSA）が制定された。ANCSAでは，① アラスカの先住
民を法的に定義しその成員権を固定化し，② 先住民が持つ土地所有権や生活権を認めた
うえで，土地権の大部分を補償と引き換えに放棄させることが定められた。このうち②
については，まず「先住民がアラスカの土地所有権，狩猟・漁労などを行う生活権をこ
れまで潜在的に有していたこと」を認めたうえで，アラスカ全土のうち約4,400万エー
カーを先住民が選択してその地表権をその管理下に残しそれ以外の土地について先住民
は権利を放棄すること，権利を放棄した土地に対して連邦政府と州政府は先住民には補
償金を支払うことが定められた。同法によってアラスカの先住民は，アラスカ全土の約
9 分の 1 とはいえ広大な「先住民選択地（selected land）」を再獲得し，伝統的生業活動
を維持する権利も法的に回復した。一方 ANCSAでは，先住民は集落ごとに選択した土
地の地表部分に対する所有権や資源，分配された補償金などを管理する「村落会社（vil-

lage corporation）」を設立し，その集落に登録された先住民がその会社の株主となること
なども定められた。これによって先住民の生活は，ANCSAで獲得した財産の管理を中
心に，多くの領域で貨幣経済化されていくようになる。また各集落には先住民政府

（Tribal Government あるいは Native Village）が置かれ，その選択地での行政を担うこと
になった。しかし，ビニタイ先住民居留地を構成するビニタイおよびアークティク・ビ
レッジの 2 集落は，ANCSAの特別条項を使い，補償金の受け取りや居留地以外の土地
の選択権を放棄する代わりに，居留地への権限を保持し続けることを選択した。
　一方カナダ側では，1970年にカナダ先住民運動の全国組織であるNational Indian Broth-
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erhood が設立され，先住民権の確認，とくに20世紀初頭までに英国王室と結ばれた条約
で認定された伝統的生活圏での生活および生業活動権を確認・回復する運動が始まって
いた。

2.3.3 第二次世界大戦から1970年代までの研究の傾向
　1950年代からは，グィッチンの生活圏に定着したヨーロッパ系の人々による回想録が
出版されるようになった（Carroll 1957; Shore 1954）。この時期は，アラスカが州に昇
格する前後の時期にあたり，地域の歴史に関心が向けられていた。これらは学術書では
なく一般向けに出版されたものであるが，20世紀初頭の集落社会の変遷や社会変化を分
析するうえで重要な情報を提供している。とくにJames Carrollによるもの（Carroll 1957）
は，20世紀初頭において，グィッチン社会が外部からの来訪者をどのように受け入れて
いったかをうかがい知ることができるだけでなく，彼がフォート・ユーコンの集落社会
に定着してグィッチン女性と結婚し，のちのグィッチン社会を支える子孫を残すことに
なった人物であることから，現代のグィッチンのアイデンティティを考察する上でも貴
重な証言を含んでいる。このような回想録の出版は現在でも断続的に行われており，と
くに著者が教師や医療従事者などの専門職としてグィッチンの地域集落に赴任しその変
化を外の視点から記録したもの（Billington 2008, 2010; Breece 1995）は，グィッチン社
会の近代史や社会環境の変化を捉えなおすための有用な情報を提供している。従来この
ようなトピックに関する文献資料としては，「先住民の」ライフ・ヒストリーのみが注目
されてきたが，これらの先住民集落に移り住んだ非先住民系の住民によるライフ・ヒス
トリーにも，グィッチン社会の近代史を再構築し，社会変化を分析するうえでの貴重な
資料が含まれていることを指摘しておきたい。
　一方，学術調査は第二次世界大戦中に一時中断されていたが，終戦後すぐに研究者自
身によるフィールドワークが再開された。その成果のなかでカナダ側では，オールド・
クロウおよびポーキュパイン川周辺で1946年にフィールドワークを実施した Douglas 
LeechmanによるVuntut Gwich’inの文化に関する研究（Leechman 1950; 1954）や，Asen 
BalikciによるやはりVuntut Gwich’inの社会構造やその変化に関する論考（Balikci 1963a; 
1963b; 1968）が，アラスカ側では，Demitri Shimkin がフォート・ユーコンで1949年に
行ったフィールドワークに基づいて著した社会経済学的研究（Shimkin 1955）が注目さ
れる。また Frederick Hadleigh-West が，グィッチンの生活圏での考古学調査の成果

（Hadleigh-West 1959; 1963）を，Charles Keim が，Vuntut Gwich i̓nの神話の英語による
記録（Keim 1964）をそれぞれアラスカ大学の学術誌で発表している。James VanStone

の研究は，グィッチンだけでなく広く北方アサバスカン社会を扱ったものだが，この時
期の北方アサバスカン社会が経験した社会変化について大きな構図を与えてくれるもの
である（VanStone 1974）。一方，Krech は，グィッチン社会に関するエスノヒストリカ
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ルな研究の成果を1970年代後半から集中して発表した（Krech 1976; 1978a; 1978b; 1979a; 
1979b; 1981; 1982）。
　当時のグィッチンの生活文化に関するモノグラフとして最も重要なのは Richard K. 
Nelson によるものである。彼は，1969年から1970年にかけて約 1 年間，チャルキート
シックで生計活動に関する参与観察とインタビューを実施して詳細な資料を収集し，単
著としてまとめ上げた（Nelson 1973）。Nelson の研究が注目されるのは，第一世代の研
究による民族誌が，第二次世界大戦前すなわち完全定住化前に行われた調査に基づくの
に対し，彼の著作は完全定住化完了以降に行われた現地調査に基づくものであるという
点である。ここでは，アメリカ社会に内包され，生計活動にも銃器や鉄製の罠，スノー
モービルなどの工業製品を多用するようになったグィッチンが，独自の価値観や世界観，
方法論に基づいて生計活動を継続している姿が描かれており，多くの示唆を与えてくれ
る。次節で述べるように，次の時代には研究者主導のフィールドワークが難しくなって
いくので，この Nelson の著作は，その意味でも注目されるものである。
　また，スミソニアン協会による北アメリカ先住民の研究大成 Handbook of North 
American Indians の第 6 巻として1981年に Subarctic の巻（Helm 1981）が刊行され，こ
のなかで Slobodin がこの時点までのグィッチン研究の総括を行っている（Slobodin 
1981）。また同巻には Ann Welsh Acheson によるオールド・クロウのグィッチン社会に
関する考察も掲載されている（Acheson 1981）。

2.4 1980年代から現代までの研究動向
　1980年代から，グィッチン社会は，国家やドミナント社会に対して大々的に権利主張
を展開し始めた。アラスカでは石油開発に対する反対運動や，先住民の自治権を問う法
廷闘争が展開された。カナダでは，国家の先住民政策が大きく転換したのに伴い，20世
紀初頭に結ばれた条約下で生じた問題を解決して土地権を回復するため連邦政府と先住
民の間で交渉が進められた。本項では，1980年代から現代までの権利回復の時代を概観
しつつ，その中で「文化の語り手」の交代を含む，研究史上の大きな転換について検討
する。

2.4.1 権利回復運動の時代
　この時代では，アラスカ側とカナダ側での状況の違いがより鮮明になる。
　カナダ側では，1970年代初頭に連邦政府が示した同化政策の方針を先住民側が拒絶し，
ジェイムズ湾発電所建設差止め訴訟やニスガ訴訟などでは，先住民権の存在を認める判
決が相次いだ。北西準州においても1973年に，第 8 号及び第11号条約に関する先住民の
提訴を正当化する裁判所の判断が示された。これらを受けて，カナダ政府インディアン
問題・北方開発局は，1973年，先住民権の存在を前提とした先住民との土地権交渉に応
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じることを公表し，1976年には北西準州での交渉開始を決定した。また1982年のカナダ
憲法改正時には先住民権および条約上の権利の存在を認める第35条が加えられた。土地
権交渉では合意到達に長い時間を要したが，グィッチン社会に関するものでは，北西準
州で1992年にグィッチン土地権包括合意（The Gwich’in Comprehensive Land Claim 
Agreement）が，グィッチン先住民評議会（Gwich’in Tribal Council：略称 GTC）と連邦
政府インディアン問題・北方開発大臣および北西準州政府代表の間で締結されている。
またユーコン準州では，1990年に先住民の自治権獲得に道を開く条文を盛り込んだユー
コン最終包括合意（the Umbrella Final Agreement）が，グィッチンを含む先住民の利益
代表団体であるユーコン・インディアン評議会と連邦政府インディアン問題・北方開発
大臣およびユーコン準州政府代表の間で締結されている。カナダ連邦政府は，2008年，
過去の学校教育における同化政策について先住民の被害者に正式に謝罪を行っているこ
とをみてもわかるように，近年では以前よりも先住民側の主張に沿った政策をとるよう
になっている。一方，グィッチンの「物言う」姿勢は合意締結後も変わらず，2012年に
はユーコン準州政府が示したピール川流域の土地利用計画に対して，ユーコン・ファー
スト・ネーション評議会（Council of Yukon First Nations；ユーコン・インディアン評
議会より改称）は裁判所に提訴し，2017年には最高裁で準州政府に計画の見直しを命じ
る判決を勝ち取っている。
　一方アラスカ側では，地下資源開発と環境保全活動のせめぎあいが繰り広げられ，そ
れが直接グィッチンの伝統的な生活の維持に影響を与えることになった。
　1988年，北極圏国立野生生物保護区（Arctic National Wildlife Refuge：略称 ANWR）
内の1002地区（1002 area）での石油・天然ガス開発計画が発表される。この1002地区
は，北米大陸有数の個体数を有するカリブーの群落であるポーキュパイン・カリブー群
落（Porcupine Caribou Herd：略称 PCH）の繁殖地であり，この PCH のカリブーは，毎
年夏季になるとアラスカ州ブルックス山脈の南側からカナダのユーコン準州及び北西準
州に至るグィッチンの狩猟場に移動する。つまり1002地区は，アラスカ・カナダ双方の
グィッチンが依存するカリブーの群れがその個体数を維持するために不可欠な環境を提
供している。グィッチン社会は，即座に全集落の代表を招集して会議を開き，決議文

（Gwich’in Steering Committee 1988）を採択し，開発計画への反対を社会に向けて表明
した。この決議文のなかでグィッチンは，「自分たちが何千年も前から，食料源としてだ
けでなく文化的にも精神的にも PCH のカリブーに依存してきたこと」「グィッチンのよ
うな先住民は伝統的生活形態を維持する権利を国際的に認められており，合衆国政府は
それを尊重する義務があること」「石油開発は PCH の状態や移動パターンに重大な影響
を及ぼし，その結果グィッチンがカリブーを獲得する機会を著しく低下させること」

「グィッチンが PCH からカリブーを獲得できなくなると，伝統的生活形態を維持できな
くなるとともに，次世代への伝統文化の継承の機会が失われること」を主張し，カナダ
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側も含めたグィッチン社会の総意として，将来にわたって1002地区での開発が行われな
いように法整備を要求した。グィッチンによる反対運動は，グィッチン運営委員会

（Gwich’in Steering Committee：略称 GSC）を中心に組織的に継続されている。
　アラスカ側のグィッチンの政治活動で加えて特筆すべきことは，ビニタイでの課税権
に関する法廷闘争である。前述のように，ビニタイ先住民居留地を構成していたビニタ
イとアークティック・ビレッジの先住民政府は，ANCSAでの補償金や居留地外の土地
の選択権を放棄する代わりに居留地を存続させていた。1986年にアラスカ州政府と民間
企業による共同企業体がビニタイに公立学校を建設したが，これに対しビニタイの先住
民政府は，居留地内で経済活動を行ったことを理由に，共同企業体に対して課税を宣言
し161,000ドルを請求した。これを不服とする州政府はビニタイ先住民政府を提訴した。
この訴訟で争点となったのは，ANCSAの特別条項を使って存続した「居留地」が，そ
れ以前の居留地と同じように州の法律が及ばない自治が成立する「インディアンの国家

（Indian Country）」であるかどうかであった。最終的な最高裁判決では，ビニタイ先住
民居留地は「インディアンの国家」ではないとされたが，この課税の試みと法廷闘争は，
グィッチン社会側が外部社会の論理を逆手にとって権利主張を試みた事例として，アラ
スカだけでなく合衆国本土でも注目された。

2.4.2 研究における主客の交代
　上記のように，アラスカ側でもカナダ側でも，1980年代以降グィッチン社会は外部社
会に対して，自らの政治的要求を積極的に主張するようになっていた。これに伴って，
外部研究者が自らの学問的興味のみに従って自由にフィールドワークを行う時代は終焉
する。グィッチン社会は「自社会を突然訪れて勝手に調査・取材し，調査対象者に確認
することなく一方的な内容を公表して自社会に風評被害を与える一方，自らは経済的社
会的報酬を独占し，それを調査地社会に還元すらしない」外部の研究者やジャーナリス
トなどに対し，強い不信感，警戒感を抱いていた。筆者が1994年に初めてフォート・ユー
コンやビニタイ，アークティク・ビレッジを訪問した際にも，現地で出会ったグィッチ
ンからたびたび「何をしに来たのか」「勝手に本を書くつもりなのか」と強く詰問され，

「我々のことを『研究』しようとするなど噴飯ものだ」と調査の交渉すら拒絶されたこと
も少なからずあった。またフォート・ユーコンの先住民集落社会に受け入れてもらった
のちも，同地で過去に調査を行った人類学者をはじめとする研究者について「調査中は
あれこれうるさくコンタクトを要求するのに必要な資料が揃うと何の連絡もよこさなく
なる」という不満をたびたび耳にした。また，公表された研究成果の内容について，こ
とわりなく自社会が抱える問題を一方的に描いた箇所については，修正や出版の差し 
止めを求める声も聞かれるようになった。この時期は，James Cliford，George Marcus

らによる『Writing Culture』（Cliford and Marcus 1986）などが，文化人類学のフィール
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ドワークの政治性・植民地性を指摘して，研究者の再考・反省を促し，その結果，人類
学者が「文化を語る権利」について自覚的にならざるを得なくなった時期と符合する。
　グィッチン社会では，外部研究者主導による調査・研究と入れ替わるように，先住民
主導の研究が主流を占めるようになり，外部研究者は先住民側の主張やニーズを考慮し
た研究を行うようになっていく。すなわち，この時代は研究における主客の交代が成さ
れた時代である。

2.4.3 アラスカ州野生動物管理局による調査報告
　この時期から目立ってくるのは，グィッチンの社会的政治的主張と対立しない調査・
研究テーマを持つ研究の成果である。アラスカ側でまず特筆すべきなのは，アラスカ州
野生動物管理局（Alaska Department of Fish and Game：略称 ADFG）のサブシステン
ス部（Division of Subsistence）による，先住民社会での生存狩猟・漁労をはじめとする
自然資源利用や伝統的生態学的知識などに関する一連の調査報告（Andersen 1992, 1993; 
Andersen and Alexander 1992; Andersen and Fleener 2001; Andersen and Jennings 2001; 
Brown, McDavid, Moncrieff, Trainor, and Magdanz 2017; Brown, Caylor, Dizard, Fall, 
Georgette, Krauthoefer, and Turek 2003; Caulfield 1983; Caulfield, Peter, and Alexander 
1983; Fall, Andersen, Caylor, Coffing, Geogette, and Turek 2002; Fall, Brown, Caylor, Coff-

ing, Georgette, Paige, and Rank 2003; Fall, Brown, Caylor, Georgette, Krauthoefer, and 
Paige 2003; Fall, Bream, Brown, Evans, Hutchinson-Scarbrough, Ikuta, Jones, La Vine, 
Lemons, Marchioni, Mikow, Ream, and Still 2014; Fall, Brown, Evans, Grant, Ikuta, 
Hutchinson-Scarbrough, Jones, Marchioni, Mikow, Ream, Still, and Lemons 2015; Koskey 
and Mull 2011; Krieg 2012; Park, Trainor, and Cunningham 2020; Pedersen and Caulfield 
1981; Sumida 1989; Sumida and Alexander 1985; Sumida and Andersen 1990; Trainor 
2015, 2019; Trainor, Cold, and Kostick 2020; Van Lanen, Stevens, Brown, Maracle, and 
Koster 2012; Walker, Andrew, Andersen, and Shishido 1989）である。これらの調査は，
調査の目的や方法，公表方法などに関する事前の説明と合意形成を徹底したうえで調査
を実施しているだけでなく，早くから先住民を共同研究者として迎え入れ，かれらから
データを収集するだけではなく，調査・研究方針や方法への助言も仰いで行われている
点が重要である。グィッチンに関しては，フォート・ユーコンで第一チーフ（First Chief）
などを歴任した Clarence Alexander やユーコン水系中流域の先住民政府で組織されたア
サバスカン先住民政府協議会（Council of Athabascan Tribal Governments）のサブシス
テンス課（Subsistence Division）の課長だった Craig Fleenerなどがその共同研究者の例
に該当する。かれらに共通している点として，「グィッチンとして伝統的生活圏内で生ま
れ育ち狩猟や漁労などの生計活動に秀でていて，伝統的知識も豊富に有していること」，

「兵役や大学教育などを通じて科学的な方法論にも通じていること」，「現地の先住民組織
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で働き，自社会あるいは地域の先住民社会全体の権利や利害について大局的な視点を有
していること」が挙げられる。すなわちグィッチン社会においても，完全定住化以降の
社会変化を経て，先住民側の理論や世界観，資源評価などの伝統的認識・方法論を十分
に継承しつつ，科学的な手法や行政手続きなどにも精通し，両者を相互翻訳する，いわ
ば懸け橋となるような人材が出始め，かれらが研究上も重要な役割を果たし始めたこと
を示している。

2.4.4 アラスカ大学によるオーラル・ヒストリーなどの採集と出版
　またアラスカ大学フェアバンクス校（University of Alaska Fairbanks）が発行するイ
ンタビュー調査の成果は，グィッチンなどの先住民の側にとっても文化伝承に利する研
究として評価されており，注目される。同校のアラスカ先住民言語センター（Alaska 
Native Language Center：略称 ANLC）は，1970年代より，先住民の高齢者を対象とし
たインタビュー調査の成果や，かれらが語る口承文芸の書き起こし記録を出版し始めて
おり，グィッチンに関しては，Henry Williams の語りを Moses Gabriel が書き起こした
もの（Williams 1976：グィッチン語のみの表記）や Natalie Erickらによる語りを Kath-

erine Peter が書き起こしたもの（Erick, Henry, John, and Peter 1975）が最初期のものと
して挙げられる。
　これらを皮切りにして，ANLC からはグィッチン語によるオーラル・ヒストリーや口
承文芸の記録が今日まで多数出版されている。なかでも，ANLC の研究者 Bill Pfisterer

がチャルキートシック在住のグィッチンの高齢女性Belle Herbert から聞き取った彼女の
ライフ・ヒストリーをまとめたものが重要である（Herbert 1982）。この文献では，1979
年の調査時には100歳を超えていたと考えられる Herbert が語った，19世紀にまで遡る体
験談を，Fredsonと Sapir （Fredson and Sapir 1923）の前例に倣って，グィッチン語と英
語を併記する形で掲載しており，その後の ANLC の出版物でもこの記述形式が踏襲され
ることとなった。またグィッチン語での文字起こしと出版用の英訳は，自身がグィッチ
ン文化に関する多くの文献を執筆しているKatherine Peter が担当している。Peter自身の
業績については，項をあらためて記述する。
　1995年には，ANLC から大部のインタビュー記録が出版された（Frank and Frank 
1995）。これは，1933年の McKennan による調査の際に話者となった Frank 夫妻に対し
て，Craig Mishler や Michael Holloway，William Schneiderなどの研究者や BIAの係官，
Frank 夫妻の子や孫など近親者らが1972年から1987年まで複数回に亘って実施した，口
承文芸や過去の暮らしぶり，ライフヒストリーなどに関するインタビューの音声記録に
基づいている。同書は，20世紀初頭に実施された McKennan による民族誌調査の内容の
再検討にもなっていて，その点からも注目される。さらにインタビュー調査やグィッチ
ン語の音声データからの書き起こし，原稿の校訂作業に，話者の親戚であるより若い世
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代のグィッチンが多く登用されていることも重要である。つまりここでは，出版に関わ
る諸作業が文化伝承の機会となっており，グィッチン側にとっても有意義なプロジェク
トとなっているのである。アラスカに整形外科医として赴任したのち Frank 夫妻と交流
を持ち，グィッチン文化の研究にも貢献したHolloway は，この調査当時の様子について
自著（Holloway 2014）で報告している。
　また，これらの文献のフォーマットに影響を与えた Fredsonと Sapir （Fredson and Sa-

pir 1923）の著作は，Peter の再校訂を経て，前述のように ANLCより1982年に発行され
ている（Fredson 1982）。
　ANLC 以外の部署からも，グィッチンの証言を記録した文献が出版されている。アラ
スカ大学フェアバンクス校図書館のアラスカ・極地地域課（Alaska and Polar Regions 
Department, Elmer E. Rasmuson Library）に所属するオーラル・ヒストリー研究の専門
家であるWilliam Schneider は，1906年に生まれフォート・ユーコン周辺で育ったグィッ
チンの高齢男性Moses Cruikshankに対するインタビューを行い，英語表記のみではある
が，その成果を出版している（Cruikshank 1986）。また，同校の比較文化研究センター

（Center for Cross-Cultural Studies）からは，19世紀末生まれのグィッチンの高齢男性
Richard Martin が Bill Pfistererによるインタビュー調査で語ったライフ・ヒストリーや
20世紀初頭におけるユーコン平原，ポーキュパイン川流域での暮らしなどについての証
言が，1993年に刊行されている（Martin 1993）。さらに，同校のアラスカ先住民知識ネッ
トワーク（Alaska Native Knowledge Network）からは Shawn Wilson によるグィッチン
高齢者への聞き取り調査の成果とその考察に関する著作が出版されている（Wilson 1996）。
　これらの多くでは，インタビューを受けた話者（情報提供者）を第一の著者名として
記しており，著作物の内容である先住民の体験や文化などについて「調査・編集した者
＝外部研究者」ではなく「語った者すなわち情報をもたらした先住民本人」がそれを語
る権利を有する，という姿勢が貫かれている。

2.4.5 グィッチン社会出身者・居住者による自文化研究
　これらのアラスカ大学が関与したグィッチン文化研究の成果出版物の多くにおいて，
グィッチン語で成されたインタビューの書き起こしや編集などに携わったKatherine Peter

は，自らの研究成果も積極的に発表し，グィッチン社会出身の研究者として20世紀後半
に活躍した。彼女は，1918年にグィッチンの生活圏に隣接するスティーブンス・ビレッ
ジ（Stevens Village）のチーフの娘として生まれたが，幼いころに伝染病により両親が
亡くなったためフォート・ユーコンのチーフ Eisas Loola の養子となり，結婚後はアーク
ティク・ビレッジに移り住んだ経験を持つ。すなわち幼いころからグィッチン語やグィッ
チン文化を身につけ，完全定住以前の生活も経験した人物である。彼女は ANLC で研究
者として勤務しながら，グィッチンの文化に関する著作を多く出版しており，セルフエ
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スノグラファーとしての活動も注目される存在である。Peter は，1970年代初頭に行われ
たグィッチン高齢者からの聞き取りや前述の Sapir による Fredson からの聞き取り内容の
再書き起こし作業に従事した。彼女自身の著作として最初期のものとしては，自身に伝
えられた口承文芸のグィッチン語表記による小冊子（Peter 1975）や，伝統的な皮なめ
しの技術に関する小冊子（Peter 1980）が挙げられる。その後出版された自らのライフ・
ヒストリーに関する一連の著作（Peter 1981b; 1992; 2001a）は，フォート・ユーコンの
チーフの側で生活した貴重な体験や20世紀のグィッチン社会の変化の様子を伝える一級
の歴史資料を提供している。以上の著作では，グィッチン語と英語の両方を掲載する記
述形式を採用している。さらにグィッチン社会に伝わる口承伝承の報告（Peter 1981a; 
2001b）も行っている。なお Peter は，グィッチン語の語学研究や言語教育における教材
開発の分野でも目覚ましい業績を残しているが，それらについては別稿に譲りたい。
　フォート・ユーコン出身のグィッチンである作家，Velma Wallis は，グィッチンに伝
わる口承文芸にインスパイアされた小説（Wallis 1993; 邦訳はウォーリス 1995）を著
し，北米大陸で複数の出版賞を受賞した。その後もこの分野の著作（Wallis 1996; 邦訳
はウォーリス 2000）を発表して，グィッチンの文化を広く伝えることに貢献した。彼女
はのちに，彼女の祖先の生き方や文化喪失の経験を振り返りつつ，社会問題解決や文化
復興を説く著作を著した（Wallis 2002）。
　グィッチン出身の次世代研究者として注目されるのが，Adeline Peter Raboff である。
Raboffは Neets’aii Gwich’inで， アラスカ大学フェアバンクス校で歴史学の学位を取得し
ている研究者であり，西部（アラスカ）グィッチンのバンドに関する論文（Raboff 1999）
や，1800年代のグィッチンを含むアサバスカンの歴史を，様々な記録から再構成した単
著（Raboff 2001）を著しているほか，アラスカ大学の言語学者 James Kariとの共著で，
グィッチンや隣接する民族集団コユコンの各言語によるユーコン川沿岸地域の地名及び
その表記に関する論文（Kari and Raboff 2011）を公表している。
　一方，グィッチンによるライフ・ヒストリーの出版も盛んにおこなわれている。アラ
スカ側では，ブラック川流域で生まれ聖公会教会で活動した Moses Gabriel が自身の経
験に基づいてアラスカのグィッチン社会の近代史を再構築している（Gabriel 1993）。カ
ナダ側では，Therese Remy-Sawyer がセルフ・ライフ・ヒストリーを出版している（Remy-
Sawyer 2009）。これは，北西準州でのグィッチン社会や文化の変容の過程を知ることが
できる資料となっている。また，Sarah Stewart によって編まれた単行本は，カナダ極北
の先住民高齢者の証言からかれらがヨーロッパ社会に接触した際の社会変化の再構築を
試みたもので，複数のグィッチンの高齢者の証言が用いられている（Stewart 2020）。
　これまで公刊されてきたグィッチン出身者による著述は，その多くが高齢者による証
言に基づいたものであったが，Matt Gilbert による著作（Gilbert 2017）は，若い世代の
視点から文化伝承の意義を考察したものであり，これまでにない動きとして注目される。
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このような流れは，紙媒体による出版よりもむしろ SNS などをはじめとする電子メディ
アの場で活発化していくことが予想される。
　また，グィッチンの地域集落に定着した人々による研究実践も注目される。フォート・
ユーコンの第 1 チーフなどを歴任した Clarence Alexanderと結婚し同集落に長年居住し
て先住民集落社会に身を置いてきたヨーロッパ系アメリカ人のVirginia （Ginny） Alexan-

der は，共著でグィッチンが伝統的に利用してきた植物知識を取り扱った論文（Holloway 
and Alexander 1990）を発表しているほか，Clarence と共著で，グィッチン語の辞書

（Alexander and Alexander 2011）を自費出版している。

2.4.6 グィッチンの先住民組織による研究
　一方，土地権の包括交渉や開発反対運動などの過程でグィッチンが集落を超えて組織
した先住民組織も，自文化を記録し，次世代に継承することを目的として，自文化研究
を主体的に進めるようになった。
　とくに活発なのはカナダ北西準州である。GTC は，1992年の包括土地権合意の直後，
自文化の研究や伝承を担う非営利団体であるグィッチン社会・文化研究所（Gwich’in 
Social and Cultural Institute）を設立した。同研究所は，多くの研究プロジェクトを立ち
上げ，高齢者からの聞き取り調査を中心に文化，言語，伝統知識や伝統的価値観に関す
る調査研究を行い，その成果を公開する活動を開始した。同研究所及びそこに所属する
研究者あるいは調査研究を委託された研究者による成果としては，地域の動植物に関す
る伝統知識に関するもの（Andre 1995; Andre and Fehr 2002; Andre and Kritsch 2015; 
Benson 2010, 2011, 2014a, 2014b, 2014c, 2015a, 2015b, 2016, 2019; Katz 2010），伝統的
生活圏内の地理的な伝統知識や土地名，文化上重要な史跡に関するもの（Andre and 
Kritsch 1992; Berson 2012; Heine 1997; Gwich’in Renewable Resource Board 1997; 
Kritsch and Andre 1993, 1994, 1997; Kritsch, Jerome, and Mitchell 2000），開発予定エリ
アなどにおける文化アセスメントに関するもの（Andre 2003, 2005; Andre, Benson, and 
Snowshoe 2006; Benson 2005, 2007, 2008; Fafard 2001），地域の高齢者から聞き取った
オーラル・ヒストリーや伝統技術の記録（Heine, Andre, Kritsch, and Cardinal 2007; 
Kritsch 1994; Kritsch, Andre, and Krep 1994; Lyons 2007 ），服飾文化に関するもの

（Kritsch and Wright-Fraser 2002; Thompson and Kritsch 2006），カナダ北西準州外に存
在する博物館資料に関する調査の成果（Kritsch and Krep 1997），フォート・マクファー
ソンの先史や歴史に関するもの（Fafard and Kritsch 2005）など，多岐にわたっている。
同研究所は，2016年，GTC にその一部局である文化遺産局（Department of Cultural 
Heritage）として統合されたが，その研究活動は継続している。またGwich’in Renewable 
Resource Board （1997; 2001）も土地に関する伝統知をまとめ出版している。
　また，ユーコン準州では，グィッチンの先住民政府であるVuntut Gwitchin First Nation
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が，高齢者のオーラル・ヒストリーのインタビュー調査の成果出版（Vuntut Gwitchin 
First Nation 1995a; 1995b）を経て，それらから編んだ大部の歴史書（Vuntut Gwitchin 
First Nation and Smith 2009）や土地に関する伝統知をまとめた書籍（Sherry and Vuntut 
Gwitchin First Nation 1999）を出版している。
　アラスカ側では，ANWR 石油開発反対運動の中心となっている GSC が中心となり，
グィッチンの証言や生活実態に基づいて，自らの伝統文化の正当性やそこにおけるカリブー
の重要性を訴える著作（Gwich’in Steering Committee, The Episcopal Church, and Wilson 
2005）を公開しており，そのなかではグィッチンの伝統文化の詳細が描かれている。

2.4.7 ANWR 石油開発とグィッチン社会を扱った著作
　1990年代以降，ANWR の1002地区における石油開発計画に反対する主張は，グィッ
チンだけではなく，合衆国内外の様々な属性を持つ人々から提示されるようになった。
それぞれの立場から開発反対運動が展開される中で，グィッチン以外の人々もグィッチ
ンの主張に共鳴し，かれらが持つ先住民権の擁護を訴える著作（Bass 2004; Dunaway 
2021; Madsen 2002; Miller 1990, 2003など）を出版するようになった。なかでも Art 
Davidson によるもの（Davidson 1993）は，「危機に瀕している人々」として ANWR 開
発計画に権利を脅かされるグィッチンの姿を描いており，この問題が世に広く知られる
きっかけを作った。また Lentferと Servid が編んだ論集には，GSC による反対運動で中
心的な役割を果たしたグィッチンである Sarah James の主張が所収されている（Lentfer 
and Servid 2001）。またGraybeal （2005）は，グィッチンの反対運動の分析を行っている。
　一方，ANWR 開発に賛意を示していたイヌピアット社会の主張や動向も含めて，大局
的にアラスカ先住民の資源利用権を論じたものとして Rebecca Hofmann によるもの

（Hofmann 2009）や後述する井上敏昭によるもの（井上 2007a; 2009）などを挙げるこ
とができる。

2.4.8 外部研究者による研究
　その他のテーマに関する外部研究者による研究論文としては，前述のアラスカ大学に
よるプロジェクトにも携わった Craig Mishler による一連の著作（Mishler 1982; 1984; 
1990; 1993）がある。とくにスコットランド系の毛皮交易商人からグィッチン社会に伝
えられたフィドル（バイオリン）音楽とスクエアダンスに関する研究（Mishler 1993）は
重要である。また彼は William Simeoneとともに，McKennan がグィッチンおよびタナ
ナ社会で行った調査時のフィールドノートを編纂して出版している（Mishler and Sime-

one 2006）。さらにグィッチンであるKenneth Frankと共著でグィッチン語の表現や口承
文芸について研究成果を公表している（Mishler and Frank 2019; 2021）。
　1985年には，アメリカ文学・言語学の学位を持つ Clara Childs Mackenzie が，John 
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Fredson に関する詳細な評伝を出版している（Mackenzie 1985）。社会変革期にグィッチ
ン社会を導いたリーダーの生涯を追えるだけでなく，Sapirとの関係やその当時グィッチ
ンの地域社会がどのような状況に置かれていたかなどを理解しうる貴重な資料を提供し
ている。
　グィッチンに隣接するコユコン社会出身の Phyllis A. Fast は，フォート・ユーコンに
長期間滞在して調査を実施し，さらにグィッチンを始め北方アサバスカンが居住するそ
の他の地域集落を集中的に訪ねてコミュニティの社会生活や地域経済について調査・分
析を行い，その成果を2002年に出版した（Fast 2002）。これはフィールドワークの成果
に基づいてグィッチン社会が直面している問題点も含めて詳細に描いたものであった。
　グィッチンの物質文化に関する研究では，Kate Duncan によるビーズワークに関する
著作（Duncan 1989; Duncan and Carney 1988）が挙げられる。他にグィッチンの服飾
文化を扱ったものとして，Judy Thompson が主導した研究（Thompson 1994; Thompson, 
Hall, and Tepper 2001）がある。またThomas O’Brien は，アラスカのグィッチンのリー
ダーとして活躍した高齢者 David Solomon の協力を得て，工業製品到来以前から伝承さ
れる伝統的な狩猟・漁労用具などの詳細を，豊富なスケッチを多用して詳細に記録して
いる（O’Brien 2011）。
　日本語で公表されたグィッチン研究の先駆として重要なのは，新保満によるものであ
る。彼は1960年代からカナダ及びオーストラリアを中心に先住民の社会変容や社会的困
難に目を向けてきた社会学者であり，グィッチンに関しては，1993年に出版されたカナ
ダのアサバスカン（デネー）を扱った著作（新保 1993）で，1930年生まれのグィッチ
ン（同書内では「ルーシュー」と表記）男性のライフ・ヒストリーに関する語りを紹介
している。研究書ではなく一般の読者に向けて書かれたものであるが，日本語に翻訳さ
れたグィッチンのまとまった証言としてもっとも初期のものである。また彼は統計学者
のシンサ・アン・ストラザーズとともに，グィッチンを含むカナダ極北の先住民社会に
おいて，学校教育に関する質問紙法による調査を実施しており，その成果は1999年に日
本で出版されている（新保／ストラザーズ 1999）。
　1994年からは，井上敏昭がフォート・ユーコンを中心に，アラスカのグィッチンに関
する調査を開始し，その成果を公表し始めた。主なものとして，アイデンティティの変
化に関するもの（井上 1996），狩猟文化に関するもの（Inoue 2001），ユーコン水系のサ
ケ資源の利用とその管理に関するもの（井上 2003; 2007b; 2008），石油開発と先住民生
業狩猟や生活権に関するもの（Inoue 2004; 井上 2007a, 2009），他の先住民社会と連携
した環境改善運動に関するもの（井上 2011; 2015），食物分配とポトラッチに関するも
の（井上 2016），ビーズワークに関するもの（井上 1999），伝統的メンター教育の福祉
的応用に関する実践人類学的研究に関するもの（井上 2018; 2020）などがある。井上は
現在でもグィッチン社会・文化に関する研究を続けている。
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　近年のグィッチン文化・社会研究として注目されるのが，Steven Dinero および Jan 
Peter Laurens Loovers によるものである。Dinero は，アラスカのグィッチン社会のなか
でもとくに伝統文化を強く継承し ANWR 石油開発反対運動においても活動の中心地と
なっているアークティク・ビレッジを取り上げ，その歴史的経緯から社会変化，その中
での伝統的生計活動の意義，近年の気候変動の影響に至るまで詳細に記述し，分析を行っ
ている（Dinero 2016）。Loovers は，カナダ北西準州のグィッチン社会において，伝統知
を教え伝えていく側面に着目し，単に蓄積されるのでなく実践されそれを用いて「生き
られる」べきものとして詳細に論じている（Loovers 2020）。また，アラスカ大学の人類
学教室に留学し日本に帰国後も多様な先住民社会でのフィールドワークに基づく研究を
活発に行っている近藤祉秋は，アラスカのグィッチン社会についても研究成果を発表し
ている（近藤 2017a; 2017b）。

3 グィッチン社会・文化の研究動向

　本節では，グィッチン社会・文化に関する研究動向についてまとめていく。

3.1 グィッチン社会・文化研究の変遷
　接触当初においては，国家中央の研究機関が，現地を訪れた毛皮交易商や聖職者に依
頼して情報を収集する，いわゆる「安楽椅子の人類学」型の研究が行われた。この方法
は，当時の国家が，辺境地であった極北地域の行政管理を布教のために現地に赴いたキ
リスト教聖職者に肩代わりをさせていたのと同じ構図であった。この時期は，グィッチ
ン社会の伝統的生活圏が，毛皮資源以外に中央の政治経済からさしたる注意をひかず，
重要性も認められていなかった時期にあたる。接触最初期の記録としては探検家や毛皮
交易商の手によるものが目立つが，そののちは先住民文化に一定の理解を示す聖公会聖
職者の貢献が際立っている。
　1930年代からは，実際に人類学者が現地に赴いてフィールドワークを実施し，論文や
民族誌を執筆するようになった。これは，文化人類学界において1920年代からフィール
ドワークに基づいた研究方法が確立された流れを受けたものであるが，グィッチンの住
むアラスカやカナダ極北地域では，ゴールドラッシュを経て，国家による行政管理が徐々
に浸透し，地域の集落機能や交通状況が改善して，研究者にとってもアクセシビリティ
が以前に比べて向上していた時期にあたっていた。第二次世界大戦前後に，完全定住化
をはじめとした急激な社会変化を経験することになるグィッチン社会において，それ以
前の姿がフィールドワークに基づいて記録されたことは幸いであった。このような，研
究者が純粋な研究動機のみに基づいてグィッチン社会を訪問し，調査を行って成果を出
版するという古典的な研究スタイルは，1970年代まで主流であった。
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　一方グィッチンの主に高齢者を語り手とした口承文芸やライフ・ヒストリーに関する
調査は，1920年代より開始された。このような口承文芸やライフ・ヒストリーの記録お
よびテキスト化は，当初は研究機関や非先住民研究者が主導して行い，グィッチンのよ
うな先住民は情報提供者としてそれに関わる形が主流だったが，Sapir に協力した Fred-

son のように，早くも1920年代から研究に主体的に関わる例が見られる。
　1970年代までに大きな社会変化をいくつも経験し，自らの権利を強く主張するように
なっていたグィッチン社会では，それに軌を一にするように，1980年代からは次第に研
究の主客が逆転し，先住民の若い世代が自分たちより上の世代の経験や知識を記述する
プロジェクトを主導し，研究者や研究機関はその補助を行うという形式が見られ始めた。
この時期は，文化人類学界においてフィールドワークやその成果の公表に関してその植
民地性が省みられ，「文化を語る権利」の議論が深まった時期でもあった。
　この時期を境に，外部研究者側の関心や論理のみで実施される研究はグィッチン社会
では見られなくなっていく。代わって例えばアラスカ側では，ANLC によるオーラル・
ヒストリーの調査・出版のようにかれらの伝統知識の継承に貢献するものであるとか，
ADFG による伝統的生計活動の実態調査や伝統知の記録のようにかれらの土地権や生計
活動権の正当性の証明に寄与するものなど，グィッチン社会側にもメリットがある研究
テーマ・研究スタイルがグィッチン社会・文化研究の主流になっていく。また大学や政
府機関の研究プロジェクトに関わった経験を持つグィッチン社会出身者が，自らが研究
主体となって，自分たちの経験や自文化に伝わる知識，価値観などを記述し，公表する
ことが珍しくなくなり，近年では研究者として訓練を受けていない高齢者たちもライフ・
ヒストリーや在来知などを出版するようになっている。カナダ側では土地権交渉を経験
したことが契機となって，GTC などグィッチンが結成した先住民組織が自ら研究プロ
ジェクトを立ち上げ，必要に応じて外部研究者を雇用しつつ研究活動を行うという形が
標準化しつつある。つまり，1980年代から進行した研究の主客交代の結果，現代のグィッ
チン研究においては，研究を主導しその成果を公表する，すなわち「文化・社会を語る
権利」は，外部研究者の側からグィッチンの側にほぼ取り戻されていると言って過言で
はない。
　一方，近年の外部研究者による研究は，研究対象であるグィッチン社会・文化を「過
去からの伝統」という領域のみに閉じ込めることなく，気候変動や「人新世」的状況な
ど，世界規模で大きな社会転換を迎えていることを反映し，そのような現代を生きる存
在としてとらえるものが目立つようになっている。

3.2 これからのグィッチン研究
　外部研究者による近年のグィッチン社会・文化研究は，文化人類学が一時期本来の意
義を忘れ，対象社会の個別研究に細分化されてしまった反省に立ち，かれらの様な辺境
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の小規模な社会・文化を取り上げつつ，そこから世界全体の問題を問う姿勢を取り戻し
つつある。すなわち，対象社会を共時的にも通時的にも，研究者側の社会とは異質なも
のとして切り離してとらえる姿勢から，現代という時代状況を共有している存在として
捉える姿勢に立ち返ることを志向しているように思われる。これは，他の地域の研究動
向とも一致する変化であると思われるが，グィッチンが極北地域の狩猟社会という気候
変動の影響を受けやすい社会であることや，それ以前から石油開発反対運動など，開発
や環境保全，資源管理の問題に積極的に携わり主張を発信してきた社会でもあることか
ら，今後，この視点でも注目されることが予想される。
　一方，グィッチン自身の手による研究は，今後も活発に継続されることが予想される。
前述のように，これまで高齢者の語りを次世代に伝えるという趣旨の研究が多くを占め
ていたが，近年では若い世代が自らの体験や視点，価値観を発信するようになってきて
いる。このような若年層の発信の主たるフィールドは，紙媒体ではなく SNS などに置か
れており，その動向が注目される。この動きは近年，グィッチンの先住民政府などにお
いてチーフなどのリーダーを担う世代が急速に若返っていることとも符合する。従来，
伝統文化に重きを置く姿勢・主張が強調されてきたグィッチン社会において，この10年
間の若返りがどのような変化をもたらすか，注目していきたい。
　本論文では，グィッチン語の語学的・語学教育学的研究や，伝統的生活圏内の考古学
的研究については，充分に取り上げることができなかった。これについては今後の課題
としたい。
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